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○ 五島市では、コロナ禍で地域のお祭りなどのイベント
が開催できず、移住者が地域住民とふれあうきっかけが
失われているという課題があった。

○ そのため、移住支援員を含む20代～40代の移住
者が、地域の高齢者にスマホの使い方を教えるスマホ
サロンを令和3年7月に開催した。

○ 移住者からは、「スマホの使い方を教える中で、地域
の人と顔見知りになれた」、「一緒に参加した子どもを
地域の人に可愛がってもらえた」という声があり、地域の
高齢者からは、「スマホの操作
が分からず、誰に聞けばいいか
分からなかったが、今後も相談
できる人ができた」などの声が
あった。

事業の概要

【参考情報】 人口：3.6万人
関連ＵＲＬ：https://www.city.goto.nagasaki.jp/

令和３年度事業費 0千円

もっと知りたい！ 担当者にインタビュー

（五島市）

（総務省）

取組の経緯・きっかけを教えてください。

これから事業を考えている自治体に向け、
一言お願いします。
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以前は、市主催イベントや地域のお祭りなどが移
住者と地域住民が知り合うきっかけとなっていました
が、コロナ禍によりイベント等が中止となり、交流の場
がほとんどなくなっていました。
移住者の定着率を向上させるため、移住者が地

域に馴染む入口となるイベントを企画したいと考えた
ことがこの取組のきっかけです。

「地域社会のデジタル化」に、解決が急がれる別の
地域課題を関連付けると事業化しやすいと思います。
五島市の場合、「高齢者のデジタルデバイド対策」
と「移住者の定着率向上」を関連付けることでスピー
ディーに事業化できました。
なお、移住者の皆さんがボランティアで参加してくだ

さったほか、会場に公民館を使用したため、事業費
はかかっていません。
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★担当：五島市地域振興部 地域協働課★
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